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　　　　　　　　　　　　　頭高⑭
　　　　7月11日（日）は

参議院議員通常選攣の投票日です
層：・

▼

画

響

0
第
2
0
回
参
議
院
議
員
通
常
選

挙
が
、
平
成
1
6
年
7
月
H
日
（
日
）

に
執
行
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し

ま
し
た
。
わ
た
し
た
ち
の
未
来

に
関
わ
る
大
事
な
選
挙
で
す
。

　
棄
権
す
る
こ
と
な
く
、
必
ず

投
票
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

　
今
月
号
で
は
、
参
議
院
議
員

選
挙
の
仕
組
み
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

・
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
は
、

①
全
都
道
府
県
の
区
域
を
通
じ

て
行
わ
れ
る
「
比
例
代
表
選
挙
」
、

②
各
都
道
府
県
の
区
域
を
単
位

と
し
て
行
わ
れ
る
「
選
挙
区
選
挙
」

の
2
つ
の
選
挙
に
よ
っ
て
、
議

員
を
選
ぶ
選
挙
で
す
。

□
定
数

　
参
議
院
議
員
の
総
定
数
は
、

2
4
2
人
、
う
ち
比
例
代
表
選

出
議
員
選
挙
は
、
9
6
人
、
選
挙

区
選
出
議
員
は
1
4
6
人
で
す
。

た
だ
し
、
参
議
院
選
挙
は
3
年

ご
と
に
半
数
が
改
選
さ
れ
る
（
任

期
は
6
年
目
制
度
で
あ
る
た
め
、

一
回
の
選
挙
で
選
出
さ
れ
る
定

数
は
、
比
例
4
8
人
、
選
挙
区
7
3
人
、

計
1
2
1
人
と
な
り
ま
す
。

　
選
挙
区
選
出
議
員
の
宮
崎
県

の
総
定
数
は
2
人
と
な
っ
て
お
り
、

今
回
の
選
挙
で
は
、
そ
の
半
分

で
あ
る
1
人
が
選
出
さ
れ
ま
す
。

□
投
票
用
紙
の
記
入
方
法

①
選
挙
区
選
出
議
員
選
挙

　
名
簿
に
記
入
さ
れ
た
候
補
者

の
氏
名
を
記
入
し
ま
す
。

②
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙

　
名
簿
に
記
載
さ
れ
た
候
補
者

の
氏
名
ま
た
は
政
党
名
の
い
ず

れ
か
を
記
入
し
ま
す
。

□
非
拘
束
名
簿
方
式

　
政
党
が
あ
ら
か
じ
め
候
補
者

の
当
選
順
位
を
決
め
て
お
き
、

有
権
者
は
政
党
名
を
記
載
し
て

投
票
す
る
拘
束
名
簿
方
式
に
対

し
て
、
政
党
は
候
補
者
の
当
選

順
位
を
決
め
ず
、
有
権
者
は
候

補
者
名
ま
た
は
政
党
名
の
い
ず

れ
か
を
記
載
し
て
投
票
す
る
方

式
の
こ
と
で
す
。

　
こ
れ
に
よ
っ
て
、
有
権
者
は

当
選
さ
せ
た
い
候
補
者
を
選
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
方
式

は
平
成
1
3
年
7
月
の
参
議
院
議

員
通
常
選
挙
か
ら
導
入
さ
れ
、

今
回
の
選
挙
で
2
回
目
と
な
り

ま
す
。

□
当
選
人
に
つ
い
て

①
選
挙
区
選
出
議
員
選
挙
…

　
得
票
数
の
多
い
候
補
者
上
位

1
人
が
当
選
人
と
な
り
ま
す

②
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙
・
・

　
ま
ず
、
政
党
の
総
得
票
数
（
候

補
者
個
人
の
得
票
と
政
党
名
の

得
票
の
合
算
し
た
数
）
に
基
づ

い
て
ド
ン
ト
方
式
に
よ
り
、
各

政
党
の
当
選
人
の
数
が
比
例
配

分
さ
れ
ま
す
。
次
に
配
分
さ
れ

た
当
選
人
の
数
の
中
で
、
得
票

数
の
最
も
多
い
候
補
者
か
ら
順

次
当
選
人
が
決
ま
り
ま
す
。

○
○
党
候

補
者
個
人

　
　
　
十

の
得
票
数

政
党
名

の
得
票
”

数

○
○
党

の
総
得

票
数

「」

h
ン
ト
方
式
と
は

　
ベ
ル
ギ
ー
の
法
学
者
ビ
ク
ト
ル
・

ド
ン
ト
が
考
案
し
た
計
算
方
法

で
す
。
各
政
党
の
得
票
数
を
そ

れ
ぞ
れ
一
、
2
、
3
、
4
と
整

数
で
順
次
割
っ
て
い
き
、
割
っ

た
得
票
数
の
大
き
い
政
党
順
に

議
席
を
配
分
し
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
っ
て
、
得
票
数
の

多
い
政
党
に
も
少
な
い
政
党
に
も
、

比
較
的
公
平
に
議
席
を
割
当
て

ら
れ
る
の
が
特
徴
で
す
。

　
左
図
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

△△党　300万票

当　○野○代　90万票

当　○水○一　70万票

　　○木○子　50万票

　　○中○治　30万票

政党名の投票　60万票

2人当選　　3人当選

［参考例】定数8

政　党　名 A　党 B　党 C　党 D　党

総　得　票　数 1，000 700 600 280

1　で割　る 1，000【1】 700【2】 600【3】 280【8】

2　で割　る 500【4】 350【5】 300【6】 140

3　で割　る 333．3【7】 233．3 200 93．3

4　で割　る 250 175 150 70

5　で　割　る 200 140 120 56

当　選　者　数 3人1 2人1 2人 1人

91●灘盤●・

OO党　400万票
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　テレビのデジタル放送開始に伴い、チャンネルの設定等の工事が必要とな
ります。

東郷町でも「受信実態調査」が始まりますのでご協力をお願いします。

　
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送

を
実
施
す
る
た
め
に
は
、
現
在

放
送
さ
れ
て
い
る
ア
ナ
ロ
グ
放

送
に
加
え
、
全
国
に
新
し
く
地

上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
用
の

チ
ャ
ン
ネ
ル
を
割
り
当
て
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
地
域
に
よ
っ
て

は
現
在
放
送
さ
れ
て
い
る
ア
ナ

ロ
グ
放
送
の
一
部
の
チ
ャ
ン
ネ

ル
に
引
っ
越
す
（
変
更
す
る
）

こ
と
が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
を
「
ア
ナ
ロ
グ

周
波
数
変
更
」
と
呼
ん
で
い
ま

す
。
　
「
ア
ナ
ア
ナ
変
更
」
と
呼

ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
ア
ナ
ロ
グ
周
波
数
変
更
に
伴

い
、
　
「
テ
レ
ビ
局
側
で
の
送
信

対
策
」
と
「
視
聴
者
側
で
の
受

信
対
策
」
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
受
信
対
策
の
例
と
し
て
は
、

テ
レ
ビ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
再
設

定
や
ア
ン
テ
ナ
の
取
り
替
え
等

が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
　
↓
般
の
ご
家
庭
に
か

か
る
工
事
費
用
に
つ
い
て
は
、

す
べ
て
国
が
負
担
し
ま
す
の
で
、

ご
家
庭
で
の
金
銭
の
授
受
は
一

切
発
生
し
ま
せ
ん
。
悪
徳
商
法

等
に
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

工
事
を
必
要
と
す
る
地
域
の
皆

様
に
は
、
今
後
、
詳
細
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先
　
ア
ナ
ロ

グ
周
波
数
変
更
に
関
す
る
お
問

い
合
わ
せ

ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
チ
ャ
ン
ネ
ル

変
更
対
策
　
宮
崎
・
鹿
児
島
地

域
受
信
対
策
セ
ン
タ
ー

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

0
1
2
0
1
5
5
0
1
1
4
2

フ
リ
ー
F
A
X

O
1
2
0
1
5
5
0
－
2
1
9

携
帯
・
P
H
S
・
公
衆
電
話
か

ら
（
有
料
）

電
話
0
9
9
1
2
0
6
1
8
6
3
4

受
付
時
間

平
日
　
9
：
0
0
～
2
1
：
0
0

土
、
日
、
祝
日

　
　
　
9
：
0
～
1
：
0

　
　
　
　
　
む
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
の

受
信
に
関
す
る
ご
相
談
・
お
問

い
合
わ
せ

総
務
省
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ

ジ
ョ
ン
放
送
受
信
セ
ン
タ
ー

電
話
0
5
7
0
1
0
7
1
0
1

0
1
（
有
料
）

総
務
省
H
P
：

琴
℃
ミ
≦
≦
≦
．
・
・
。
＝
∋
⊆
・
σ
q
ε
℃

繍
恭
⑳
望
⑪
夏
祭
の

　　づ、子

壷ぎ
鋤」∴

　
　
　
　
　
第
4
回
道
の
駅
と
う
こ
う
夏
祭
り

　
　
　
　
　
　
　
　
8
月
7
日
（
土
）
開
催
決
定

＠　平成
1
6
年
8
月
7
日
目
土
）
　
1
7
：
0
0
～
2
1
：
3
0

9　
道
の
駅
と
う
こ
う
　
イ
ベ
ン
ト
広
場

皆
さ
ん
、
楽
し
く
踊
っ
て
、
い
い
汗
か
き
ま
し
ょ
う

　
①
各
地
域
の
盆
踊
り
（
各
地
域
で
踊
り
継
が
れ
て
い
る
も
の
）

②
創
作
踊
り
（
表
現
方
法
は
自
由
）

　
③
東
郷
音
頭
に
よ
る
参
加
者
全
員
の
踊
り

……

E
　
▲
臼
　
　
　
」

東
郷
町
観
光
協
会
事
務
局

（
東
郷
町
企
画
調
整
課
商
工

観
光
係
）

〒
8
8
3
－
0
1
9
2

東
郷
町
大
字
山
陰
丙
1
3
7
4
番
地

T
E
L
O
9
8
2
1
6
9
1
3
9
0
1

F
A
X
O
9
8
2
1
6
9
1
3
1
0
4
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　　　G隔日
春季善行表彰 　

　
　
社
団
法
人
日
本
善
行
会

　
　
　
（
鈴
木
俊
一
会
長
）
が
主

　
　
催
す
る
、
本
年
度
の
春
季

彰
善
行
表
彰
を
坪
谷
中
学
校

度
牧
水
記
念
館
及
び
牧
水
の

年
徳
の
清
掃
や
、
養
田
の
植

6
栽
．
除
草
な
ど
を
活
動
の

¶
匿
内
容
と
し
、
学
期
毎
に
1

成
回
2
時
間
ず
つ
の
「
学
校

　
　
創
意
の
時
間
」
と
し
て
広

平　　
置
づ
け
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
ま
た
、
生
徒
の
手
で
計
画
・

　
　
運
営
を
行
っ
て
お
り
、
全

（
夏
目
奉
治
校
長
・
生
徒

23

ｼ
）
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
全
校
生
徒
を

団
員
と
す
る
文
化
財
愛
護

少
年
団
が
昭
和
4
3
年
に
結

成
さ
れ
、
学
校
に
隣
接
す

る
、
郷
土
の
歌
人
「
若
山

牧
水
」
の
生
家
や
歌
碑
、

生徒会役員の皆さん

校
生
徒
と
全
職
員
が
参
加
し
て

い
る
事
が
認
め
ら
れ
、
今
回
の

受
賞
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
坪
谷
中
学
校
で
は
、
こ
の
活

動
が
契
機
と
な
っ
て
、
生
徒
会

活
動
や
「
総
合
的
な
学
習
」
の

中
で
生
家
対
岸
に
広
が
る
牧
水

公
園
の
ク
リ
ー
ン
活
動
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
奉
仕
活
動
を
展
開
し
、

ま
た
、
牧
水
に
関
連
す
る
学
習

に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
5
月
2
2
日
（
土
）
、
明
治
神
宮

参
集
殿
で
行
わ
れ
た
表
旧
式
に

出
席
し
た
、
生
徒
会
長
の
酒
井

智
充
さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら
も
活

動
を
続
け
て
い
き
た
い
。
こ
の

よ
う
な
活
動
が
全
国
に
広
ま
る

と
い
い
と
思
い
ま
す
。
」
と
笑
顔

で
語
っ
て
い
ま
し
た
。

宮
崎
県

　　

ﾎ
化
功
労
者

　
4
月
2
5
日
に
西
都
市
で
開
催

さ
れ
た
第
5
5
回
全
国
植
樹
祭
に

お
い
て
、
森
林
・
林
業
、
木
材

産
業
の
発
展
及
び
環
境
緑
化
の

推
進
へ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、

宮
崎
県
緑
化
功
労
者
と
し
て
本

町
か
ら
二
団
体
が
知
事
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。

．
「
’
．
？
．

活動風景（牧水生家）

．
　
．
さ

酬・林業部門（杢i埜産業1

宮崎ウッドテクノ株式会社東郷町椎茸部会

宮
崎
県
消
防
協
会

日
向
支
部
長
就
任

　
本
町
消
防
団
の
黒
木
三
郎
団

長
が
、
宮
崎
県
消
防
協
会
日
向

支
部
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

黒
木
団
長
は
、
平
成
1
1
年
か
ら

団
長
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
て
お
り
、

本
町
か
ら
の
支
部
長
就
任
は
初

め
て
と
な
り
ま
す
。

黒木三郎日向支部長

　
8
市
町
村
に
ま
た
が
る
日
向

支
部
長
就
任
に
あ
た
り
、
市
町

村
合
併
の
動
き
の
中
、
団
員
の

減
少
な
ど
多
く
の
解
決
す
べ
き

課
題
を
含
め
て
、
今
後
の
広
域

消
防
を
考
え
る
重
要
な
時
期
で

あ
り
、
責
任
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
関
係
機
関
の
協
力

を
得
な
が
ら
、
支
部
が
一
体
と

な
り
緒
活
動
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

東
郷
病
院
医
師
紹
介川野貴久先生

　
6
月
1
日
よ
り
東
郷
町
国
保
病

院
へ
赴
任
し
て
き
ま
し
た
、
川
野
貴

久
で
す
。
前
任
地
は
埼
玉
県
の
自

治
医
科
大
学
付
属
大
宮
医
療
セ
ン

タ
ー
で
、
1
年
間
の
内
科
・
公
衆
衛

生
学
等
の
研
修
を
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
今
回
の
赴
任
で
5
ケ
所
目
の

勤
務
地
に
な
り
ま
す
。
一
個
地
区

で
は
南
郷
村
に
続
き
2
ケ
所
目
に

な
り
ま
す
。
専
門
分
野
は
内
科
一
般
、

外
科
、
公
衆
衛
生
学
で
あ
り
、
研

修
を
含
め
て
様
々
な
分
野
に
つ
い

て
学
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
東
郷
町
は
住
民
の
方
々
も
多
く

多
岐
に
渡
る
病
気
を
持
た
れ
て
い

る
方
も
多
く
い
ら
し
ゃ
る
と
思
い

ま
す
が
、
少
し
で
も
良
い
医
療
が

提
供
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
だ
赴
任
し
て
日
が
浅
く
不
慣
れ

な
こ
と
も
あ
り
患
者
様
に
は
ご
不

便
を
お
か
け
す
る
こ
と
も
あ
る
か

と
思
い
ま
す
が
ご
配
慮
の
程
、
宜

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、

外
来
で
お
会
い
す
る
際
に
は
、
ご

意
見
・
ご
要
望
等
何
で
も
あ
り
ま

し
た
ら
お
気
軽
に
お
声
を
お
掛
け

く
だ
さ
い
。
赴
任
期
間
は
未
定
で

は
あ
り
ま
す
が
誠
心
誠
意
頑
張
り

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
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樋国
東
郷
田
嬬
A
連
絡

協
議
（
岩
（
岩
長
紹
介

直
野
あ
つ
み
さ
ん

　
　
　
　
　
（
福
瀬
）

新
米
会
長
を
よ
ろ
し
く

　
私
は
、
「
東
郷
」
が
大
好
き
で

す
。
今
ま
で
人
生
の
ほ
と
ん
ど

を
こ
の
町
で
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
の
町
に
住
む
ご
婦

人
達
に
借
り
が
あ
る
と
ず
っ
と

思
っ
て
き
ま
し
た
。
す
ご
く
若

い
時
（
J
A
に
勤
め
て
い
た
頃
）
、

何
も
知
ら
な
い
私
を
、
文
句
も

言
わ
ず
育
て
て
く
れ
た
地
区
の

ご
婦
人
の
優
し
さ
を
ず
っ
と
後

に
な
っ
て
身
に
し
み
て
感
じ
て

以
来
、
も
っ
と
も
っ
と
東
郷
が

好
き
に
な
っ
た
。
そ
ん
な
思
い

が
片
隅
に
あ
っ
て
、
つ
い
断
り

き
れ
ず
受
け
て
し
ま
っ
た
会
長
…
。

　
今
、
婦
人
会
の
あ
り
方
や
存

在
意
義
な
ど
こ
れ
だ
け
時
代
が

変
化
す
れ
ば
問
題
も
出
て
く
る
、

出
て
く
る
。
私
自
身
、
本
当
に

必
要
な
の
か
、
必
要
な
ら
ば
ど

の
方
向
に
進
む
べ
き
か
迷
い
に

迷
う
。
合
併
問
題
も
あ
る
し
、

正
直
言
っ
て
「
あ
i
、
エ
ラ
イ

な
時
に
引
き
受
け
た
な
。
」
と
う

ら
め
し
く
思
う
時
も
あ
る
が
、

根
が
楽
天
的
な
故
「
ど
う
に
か

な
る
か
。
」
と
半
分
は
居
直
っ
て

い
る
。

　
さ
あ
、
ど
こ
に
向
か
っ
て
い

こ
う
か
。
「
原
始
、
女
性
は
太
陽

で
あ
っ
た
。
」
と
か
。
な
ら
ば
、

私
た
ち
女
性
が
ま
ず
、
幸
せ
で

活
き
活
き
し
て
い
な
け
れ
ば
と

思
う
。
そ
こ
で
、
楽
し
く
、
少

し
は
良
い
事
も
し
た
い
の
で
、

女
性
の
集
い
な
ん
か
も
や
り
た
い
。

わ
た
し
一
人
で
は
何
も
で
き
な

い
か
ら
、
笛
を
吹
い
た
ら
下
手

で
も
、
皆
さ
ん
踊
っ
て
く
だ
さ
い
。

い
い
知
恵
が
あ
っ
た
ら
出
し
合

っ
て
、
ほ
か
ほ
か
と
楽
し
い
活

動
を
し
た
い
で
す
ね
。
そ
し
て
、

J
A
や
商
工
会
、
諸
々
の
団
体

と
手
を
取
り
合
っ
て
、
何
よ
り

も
こ
の
大
ら
か
な
町
を
子
供
達

に
残
し
た
い
と
思
う
今
日
こ
の

頃
で
す
。

　
皆
さ
ん
、
こ
の
新
米
会
長
を

見
捨
て
ず
、
昔
の
よ
う
に
又
教

え
て
く
だ
さ
い
。
し
ば
ら
く
お

世
話
に
な
り
ま
す
。

索
郷
田
青
年
団

協
議
（
岩
（
己
長
紹
介

橋
口
晴
美
さ
ん

　
　
　
　
　
（
仲
深
）

　
．
　
．
．
・

私
達
と

　
活
動
し
ま
し
ょ
う

　
今
回
青
年
団
協
議
会
会
長
に

就
任
し
、
初
め
て
の
事
で
か
な
り

戸
惑
う
事
も
あ
り
、
他
の
団
員
に

迷
惑
を
か
け
た
り
も
多
く
私
自
身

も
付
い
て
行
く
の
が
や
っ
と
…
…

と
い
う
部
分
も
あ
り
ま
す
。

　
3
年
前
友
人
に
誘
わ
れ
入
っ

た
青
年
団
。
行
事
や
祭
り
な
ど

の
青
年
活
動
を
通
し
て
青
年
団

っ
て
こ
ん
な
事
を
し
て
る
ん
だ
。

と
思
っ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

　
青
年
活
動
の
中
で
多
く
の
方

と
の
出
会
い
が
あ
り
、
一
年
一

年
が
と
て
も
大
切
で
一
生
の
思

い
出
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
自
身
後
悔
し
な
い
様
に
今
を

楽
し
く
生
き
た
い
と
思
う
人
な

の
で
、
青
年
活
動
に
お
い
て
も

団
員
み
ん
な
の
中
に
楽
し
く
思

い
出
に
残
る
様
に
…
…
。
と
思

っ
て
い
ま
す
。
正
直
、
自
分
の

時
間
が
取
れ
な
か
っ
た
り
…
…
と
、

い
ろ
い
ろ
あ
る
ん
で
す
が
そ
れ

で
も
青
年
団
を
や
め
た
時
、
青

年
に
入
っ
て
て
良
か
っ
た
と
思

い
た
い
で
す
。

　
こ
の
一
年
を
通
し
て
今
私
達

青
年
団
が
出
来
る
事
、
し
な
く

て
は
い
け
な
い
事
。
色
々
な
課

題
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

を
一
つ
で
も
遣
り
遂
げ
ら
れ
た

時
ま
た
新
た
な
青
年
団
が
出
来

る
と
嬉
し
い
で
す
。
年
々
団
員

が
減
っ
て
行
く
中
で
少
し
で
も

多
く
の
若
い
方
に
青
年
団
と
は

こ
う
ゆ
う
事
を
し
て
い
る
ん
だ

よ
と
知
っ
て
貰
え
た
ら
い
い
で
す
。

　
今
か
ら
で
も
遅
く
は
な
い
の

で
私
達
と
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

夢蟻
選一　　　　■　　ン二一
　　　くよ　 を

1等2懐円／前後貨宝5干万円／2響
この宝くしの鮫益含熔帝町村の購6〈住Aよい衙づくりに使われ2丁曾ロ唖臥金6瞬卿闘

こO■．最★のドラマ琶あなたに

短
歌
尾
鈴
短
歌
会

う
と
う
と
と
眠
る
幼
の
重
く
し
て

昼
下
が
り
の
風
に
鯉
幟
の
泳
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
若
藤
美
智
子

見
通
し
を
嫌
い
で
子
の
植
え
し
紅
か
な
め

一
周
忌
へ
て
美
し
き
生
け
垣
と
な
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
ピ
サ

朝
明
け
の
庭
の
聞
こ
え
く
る
鴬
の
声
の

す
が
し
く
夏
の
近
づ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
映
一

年
月
を
過
ぎ
て
花
茂
る
藤
の
花

吾
は
つ
つ
が
な
き
八
十
路
を
願
う

　
　
　
　
　
　
　
　
橋
口
忠
孝

護
岸
工
事
す
す
み
て
川
幅
広
く
な
り
ぬ

壁
の
ご
と
く
に
堤
防
続
く

　
　
　
　
　
　
　
　
小
山
貞
代

藍
ふ
か
き
空
よ
り
届
く
光
あ
り

緑
の
匂
ふ
坂
道
帰
る

　
　
　
　
　
　
　
　
寺
原
八
重
子

癒
え
難
き
妻
を
看
取
り
て
デ
イ
ケ
ア
に

通
ふ
年
月
七
年
が
過
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄

紅
色
の
飛
行
機
雲
に
驚
き
つ

年
甲
斐
も
な
く
吾
は
驚
く

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
鈴
子

厨
房
に
茶
を
屠
る
風
習
も
廃
れ
た
り

五
月
晴
れ
の
畑
に
茶
を
摘
む

　
　
　
　
　
　
　
　
岩
木
幸
美

齢
よ
り
若
く
装
へ
と
母
の
日
に

素
敵
な
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
娘
に
貰
ひ
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
岩
木
官
田
子

童
の
空
に
白
銀
の
糸
ひ
き
て

南
へ
向
か
ふ
一
番
機
発
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
東
村
吉
市

妻
と
植
え
し
茶
も
三
十
年
を
経
ぬ

母
の
日
の
今
日
新
茶
供
え
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
秋
男

元
気
デ
ー
バ
ス
の
乗
る
た
び
に
吾
の
手
を

ひ
き
く
る
る
あ
り
声
の
や
さ
し
く

　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
園
男

嫁
と
言
う
心
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
て

心
つ
ま
し
く
吾
は
生
き
来
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
キ
ヌ
子

雨
樋
を
越
え
て
伸
び
た
る
今
年
竹

七
夕
の
竹
と
孫
の
喜
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
高
野
美
智
雄

9
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〃
の

　
　
　
鶴
野
内
に
あ
る
カ
ヌ
ー

　
　
小
屋
の
壁
面
に
ア
ユ
、
コ
イ

粧
が
泳
い
で
い
ま
す
。
ま
た
」

化
面
に
は
楽
し
そ
う
に
カ
ヌ
ー

お
に
乗
っ
た
若
者
の
絵
が
完
成

こ
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
東
郷

経
町
の
既
存
の
魅
力
（
耳
川
）

れ
を
再
発
見
し
て
町
内
外
に

き
発
信
し
よ
う
と
耳
川
活
用

が
促
進
委
員
会
が
取
り
組
ん

　
　
で
い
る
ふ
る
さ
と
再
生
運
動

嘱
促
進
妻
に
よ
り
行
わ
れ

→
　
　
た
も
の
で
す
。

　
　
　
今
後
、
カ
ヌ
ー
を
使
っ
た

ヌ
イ
ベ
ン
ト
（
カ
ヌ
薮
室
な
ど
）

ヵ
も
企
画
さ
れ
ま
す
の
で
、
皆

　
　
さ
ん
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
5
月
2
7
日
（
木
）
、
東

　
　
郷
大
橋
下
の
河
川
敷
で
、

　
　
東
郷
小
学
校
の
児
童
た

　
　
ち
が
ア
ユ
の
稚
魚
を
耳

て
川
に
放
流
し
ま
し
た
。

　
　
　
児
童
た
ち
は
「
早
く

つ　
　
大
き
く
な
っ
て
」
と
声

な
を
掛
け
な
が
ら
・
元
気

く
よ
く
泳
ぐ
稚
魚
を
見
送

き
っ
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
こ
れ
は
、
九
州
電
力

大　
　
日
向
電
通
所
が
、
稚
魚

く
の
放
流
を
通
し
て
子
ど

早
も
た
ち
に
自
然
環
境
保

　
　
護
へ
の
意
識
を
高
め
て

　
　
も
ら
お
う
と
平
成
9
年

　
　
か
ら
行
っ
て
い
る
も
の

　
　
で
す
。

　
　
　
6
月
6
日
（
日
）
・
7
日
（
月
）
、

　
　
（
陸
上
競
技
の
部
は
6
月
2
5

　
　
日
開
催
）
東
臼
杵
南
部
中
学

　
　
校
総
合
体
育
大
会
が
郡
内

　
　
各
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

轡
蝋
鰹
輕
理

会
中
が
ア
ベ
ッ
ク
優
勝
を
飾
り

大
ま
し
た
．

鯖
懲
幽
瀧
講

合
冊
競
技
と
と
も
に
出
場
し
ま
白

総
上
位
入
賞
を
期
待
し
ま
す
．

校学
　
　
り
．
1
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う

中
　
　
　
　
　
　
・

部南杵臼東
璽、9ー

ゲ
、
．
　
，

陪
ゴ

一

へ

9
，竃

　
．

」

担

　
　
　
5
月
2
2
日
（
土
）
・
2
3

　
　
日
（
日
）
に
宮
崎
県
民

会
体
博
通
が
開
催
さ
れ
、

　
　
東
臼
杵
郡
の
代
表
と
し
て

大　　
本
町
か
ら
1
0
競
技
に
2
1
名

護
が
参
加
し
、
熱
戦
を
展
開

　
　
し
ま
し
た
。
中
で
も
、
三

体　　
野
内
の
小
川
勝
正
さ
ん
が

民
男
子
D
円
盤
投
で
第
－
位

県
小
野
田
の
那
須
フ
ミ
ヨ
さ

　
　
ん
が
女
子
F
1
0
0
m
第

　
　
1
位
な
ど
す
ば
ら
し
い
成

　
　
績
を
収
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
　
東
郷
町
商
工
会
（
寺
原
忠
男

　
　
会
長
）
で
は
、
6
月
1
0
日
の
商
工

覧ノ

�
ﾌ
日
（
昭
和
3
5
年
の
6
月
1
0

　
　
日
に
商
工
会
の
法
律
が
施
行
）

胴ぺ
瓢
購
内
堀
轡
納
嬬
門

歯ノ

唐
�
ﾀ
施
し
ま
し
た
。
キ
ャ
ン

　
　
ベ
ー
ン
に
は
町
内
の
商
工
会
会

ヤ
　
　
員
を
は
じ
め
、
日
向
警
察
署
、

キ
東
郷
駐
在
所
日
向
地
区
交
通

全
安
全
協
会
、
町
交
通
指
導
員
協

　
　
議
会
も
参
加
し
、
約
1
時
間
に

安　　
わ
た
り
、
日
向
方
面
に
進
行
す

通
る
車
輌
約
2
0
・
台
に
商
工
会

絞
銃
器
織
聖

日
し
た
。

劒
蕪
聴
罪
総

工
ド
ラ
イ
バ
！
に
対
し
、
「
交
通

　
　
安
全
に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
」

商　
　
と
熱
の
こ
も
っ
た
呼
び
か
け

　
　
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
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今
月
は
鶴
野
内
の
原
田
憲
二
さ
ん
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

○
現
況
と

　
今
後
の
経
営

　
現
在
、
牛
の
人
工

授
精
業
務
を
行
い
な

が
ら
肉
用
牛
と
水

稲
の
複
合
経
営
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　
経
営
規
模
は
肉
用

牛
繁
殖
牛
七
頭
（
子

牛
六
頭
）
の
飼
養
と

水
稲
三
十
五
ア
ー
ル

に
水
田
三
十
ア
ー
ル
、

畑
百
ア
ー
ル
に
飼
料

作
物
を
栽
培
し
て
い

ま
す
。

　
今
後
の
経
営
に
つ

い
て
は
人
工
授
精
師

蓼
ド
ー

．
ξ
　
　
　
奉
．

を
続
け
な
が
ら
夫
婦
で
牛
飼
い

を
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

○
農
業
経
営
改
善
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
専
任
職
員
の
一
声

　
今
月
は
鶴
野
内
の
原
田
憲
二

さ
ん
の
自
宅
に
訪
問
し
て
取
材

し
ま
し
た
。

　
原
田
さ
ん
は
鶴
野
内
の
国
道

沿
い
に
自
宅
が
あ
り
、
ご
夫
婦

と
高
校
三
年
生
を
頭
に
男
の
子

3
名
そ
れ
に
お
母
さ
ん
の
6
人

で
お
住
ま
い
で
す
。

　
原
田
さ
ん
宅
は
元
種
牛
を
持

っ
て
お
ら
れ
、
人
工
授
精
師
と

し
て
憲
二
さ
ん
は
五
代
目
に
当

…
り
ま
す
。
原
田
さ
ん
は
、

　
　
二
十
一
年
間
人
工
授
精
業

務
を
さ
れ
て
お
り
平
成
三

年
か
ら
自
分
で
も
牛
飼
い

を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
中
山
の
高
台
に
牛
舎
は

あ
り
、
現
在
繁
殖
母
牛
七

頭
に
子
牛
六
頭
を
業
務
の

傍
ら
奥
様
と
飼
養
さ
れ
て

い
ま
す
。
粗
飼
料
は
畑
百

ア
ー
ル
（
借
地
二
十
ア
ー

ル
）
と
水
田
三
十
ア
ー
ル

に
飼
料
作
物
を
栽
培
さ
れ
自
給

さ
れ
て
い
る
と
の
事
で
し
た
。

　
牛
飼
い
を
さ
れ
て
良
か
っ
た

こ
と
は
と
お
聞
き
し
ま
し
た
と

こ
ろ
自
分
で
実
際
牛
飼
い
し
て

い
る
の
で
畜
産
農
家
へ
の
指
導

が
自
信
を
持
っ
て
で
き
る
事
だ

と
い
わ
れ
ま
し
た
。

　
経
営
の
課
題
に
つ
い
て
は
良

系
統
素
牛
の
導
入
を
図
る
事
、

そ
の
為
鹿
児
島
県
、
熊
本
県
、

延
岡
子
牛
セ
リ
市
場
を
町
内
の

畜
産
農
家
と
ま
わ
っ
て
い
る
。

ま
た
、
子
牛
の
販
売
価
格
が
四

十
万
円
程
度
で
あ
る
の
で
飼
養

管
理
技
術
の
改
善
を
図
り
た
い

と
の
事
で
し
た
。

　
今
後
に
つ
い
て
は
法
人
の
「
い

も
が
ら
ぼ
く
と
」
に
参
加
し
て

い
る
が
耕
種
の
方
の
経
営
が
確

立
さ
れ
安
定
し
て
か
ら
本
格
的

に
牛
の
経
営
規
模
拡
大
に
取
り

組
み
た
い
、
後
継
者
に
つ
い
て

は
三
人
の
息
子
の
内
誰
か
1
人

が
六
代
目
を
継
い
で
欲
し
い
と

期
待
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
原
田
さ
ん
東
郷
町
で
初
め
て

の
農
業
法
人
「
い
も
が
ら
ぼ
く
と
」

他
の
二
人
と
協
力
し
て
立
派
な

経
営
体
に
な
る
よ
う
期
待
し
ま

す
。

女
性
指
導
士

　
6
月
2
日
（
水
）
、
本
町
役
場
を
農

村
・
漁
村
女
性
指
導
士
（
安
藤
る
み

子
さ
ん
、
福
原
雅
代
さ
ん
、
前
川
ふ

じ
子
さ
ん
）
の
皆
さ
ん
が
表
敬
訪
問

さ
れ
ま
し
た
。
農
村
・
漁
村
女
性
指

導
士
と
は
宮
崎
県
知
事
か
ら
認
定

を
受
け
て
、
地
域
農
業
・
漁
業
振
興

に
関
す
る
活
動
へ
の
積
極
的
な
参
画

や
む
ら
づ
く
り
活
動
等
へ
の
参
画
を

し
、
そ
の
地
域
を
盛
り
上
げ
て
く
れ

る
役
割
を
さ
れ
て
い
る
方
々
で
す
。

　
昨
年
は
前
川
さ
ん
と
安
藤
さ
ん
が
、

9
月
に
環
境
問
題
に
配
慮
し
た
リ
サ

イ
ク
ル
の
講
習
会
や
1
1
月
の
産
業
文

化
祭
で
の
「
か
ん
こ
ろ
餅
」
実
演
な
ど

の
活
動
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
か
ら
は
、
安
藤
さ
ん
、
福

原
さ
ん
の
2
名
で
指
導
士
の
活
動
を

行
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
（
前

川
さ
ん
と
福
原
さ
ん
が
交
代
し
ま

し
た
）
今
後
も
指
導
士
た
ち
の
活
動

に
皆
さ
ん
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

馨
渥
だ
澄

　
5
月
期
子
牛
セ
リ
市
の
本
町

か
ら
の
出
荷
分
の
結
果
及
び
最

高
額
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

東
臼
杵
郡
市
セ
リ
市
6
2
頭

　
雌
平
均
4
2
7
、
2
9
1
円

　
去
勢
平
均
4
7
1
、
9
7
5
円

　
合
計
平
均
4
4
6
、
0
2
9
円

最
高
額
〔
雌
の
部
〕

有
意
水
野
和
徳
ぼ
く
す
い
3
1
号

血
統
安
平
・
隆
桜
・
糸
晴

3
1
8
号
令
3
5
2
㎏

　
　
　
　
　
9
1
3
、
5
0
0
円

〔
去
勢
の
部
〕

福
瀬
高
尾
ふ
さ
美
高
昭
1
2
号

血
統
安
平
・
平
茂
勝
・
法
高
福

2
8
0
日
令
2
8
8
㎏

　
　
　
　
　
5
5
9
、
6
5
0
円

児
湯
郡
市
セ
リ
市
1
8
頭

　
雌
平
均
4
2
7
、
7
4
3
円

　
去
勢
平
均
4
7
6
、
9
3
3
円

　
合
計
平
均
4
5
3
、
7
8
5
円

最
高
額
〔
雌
の
部
〕

庭
田
黒
木
国
寛
あ
い
く
み
1
号

血
統
安
平
・
福
茂
・
糸
秀

3
1
3
日
令
2
8
1
㎏

　
　
　
　
　
6
5
6
、
2
5
0
円

〔
去
勢
の
部
〕

長
崎
黒
木
利
一
利
福
号

血
統
福
之
国
・
安
平
・
糸
秀

2
6
1
日
令
2
8
2
㎏

　
　
　
　
　
5
5
2
、
3
0
0
円

O
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⑤画魁

　「高血圧」あまりに聞き慣れて、　「恐ろしい」というイメージから離れていませんか？

「血圧が高いよ！気をつけてね。」と言われても、　「何も自覚症状がないから…」と放ったらかしにして

いる人はいませんか？

　血管の壁は、本来は弾力性があります。

　高血圧状態が続くと一〉血管はいつも張りつめた状態になり→次第に厚く、しかも硬くなります。

このような繰り返しで、血管がボロボロになっていくのです。→これが、高血圧による動脈硬化です。

唖討匪9「脳出血や脳髄、・大動脈瘤、、

　　　　　　　　　「腎硬化症」、　「心筋梗塞」、「眼底出血」

などの原因になります

＼

あなたは大丈夫？？？？

東郷町の「高血圧症」はグラフのとおりです。

■東郷町
薩麺県平均

＋県内順位

－
●
〔

　
、
’

、

（円）

5，000

4，000一

3，000一

2，000一

1，000一

0

　　　H15年5月診療分

　　　　　　　2位

10位

3，186

合計

　1，213

座　　入院

一一一一 Z
　　（位）

一10

一20

1，972　　　1，908

　　　　鞭＿．，　一30

　　　3σ位
霧ii－4・

．i嚢糞

外来

亀

：　oノ、捻ら

「高血圧症」の1人当たり診療費を、県平均と比

較しています。

「高血圧症」の入院による1人当たり診療費は、

県内で2位と高くなっています。

　さらに、高血圧症を含む「循環器系疾患」の1人当たり診療費を、県平均と比較しました。

　入院の1人当たり診療費は、県内で1位です。その4割を占めるのが「虚血性心疾患」ついで「高血圧症」

となっています。

　高血圧症は、心臓病の3大危険因子の1つと

されています。健康な人に比べ、心臓病を発症

する確立は3倍も高くなってしまいます。

　一度ボロボロになってしまった血管は、そう

簡単には治りません。

〈循環器〉

（円）

15，000－　　　　3位

　　　1α123
10，000一

5，000一

0一

蕪27

霧
雨

合計

H15年5月診療分

1位

7，468

　3，508

難
入院

■東郷町
匿≡ヨ県平均

一壷一県内順位

　　　　　　0（位）

　　　　　一　5

　　　　　－10

　　　　　－15

　　　　　－20

　　　　　－25
　　34位　一30

　　　　　－35
2，6552，819

　　霧，．　一40
　　藝蓑　一45

　外来

ハッと思いあたった方、今が生活習慣を見直すいい機会ですよ！いつまでも笑顔で幸せのために・　。

σ誉輔㊨

　　　　　　　　　窃薬Q＆A疇集

Q．病院ていただいたお薬（医療保険で）を紛失してしまいました。再度調剤してレた

だいた場合、お薬代を払わなくてはいけないの？。

A。慢性疾患等で一度に長期間のお薬を受け取り、その大部分を紛失し再度受け取る場合には、

医療保険の適用にならず全額本人負担となります。

　例えば、高齢者がお薬4週間分を本人負担280円（全額は2，800円）で受け取り、自宅に保管中

3週間分を紛失すると、医療保険の適用にならず2，100円（2，800円×3／4）の支払いが必要とな

ります。お薬は、大切に保管しましょう。

　また、飲み忘れ等でお薬があまった場合、原則的に返品はできませんので、注意して下さい。

【材料

鶏　肉………・・…

小麦粉（東郷町産）・…

スキムミルク・・…

お湯…………
カマボコ・…・……

厚揚げ（東郷町産）…・

白菜（東郷町産）・・

大根（東郷町産）・・

【作り方】

　　東郷のだんご入り野菜たっぷり鍋
4人分】

　　・・300g

・1カップ（100g）

・1／4カ月プ

　　・適量
　　・1／2本

　・1枚（300g）

　　・1／4玉

　　・1／6本

ごばう（東郷下主）………1／2本

長ねぎ（東郷町産）…・…　・1本

春菊（東郷町産）…………1／2束

生しいたけ（東郷白洲）…　6個

めんつゆ（東郷消産）一…・70cc

だし汁…・・…………・…1000cc

塩・甲骨醤油…………・一・適量

①だし汁は、昆布とカツオブシで濃い目1こしっかりと取る。
②材料は食べやすい大きさに切る。

③小麦粉、スキムミルク1こお湯を加え、耳たぶくらいの固さに練る。

④鍋1こだし汁を入れ、めんつゆを加え、沸騰したら材料のかたいもの

　から入れて煮る。

⑤3の団子を丸めて加える。

⑥味を塩、薄ロ醤油で整え、材料が煮えたら出来上がり！

　☆栄養価（1人分）☆
　　エネルギー445kcal蛋白質29．O　g　脂質20，0　g

　　カルシウム357mg〈1日あたり所要量の約60％〉

　鉄3．7mg〈1日あたり所要量の約30％〉

　食物繊維6．1g〈1日あたり目標摂取量の約30％〉
　塩分2．Og〈1日あたり目標摂取量10g以下〉

7月地区巡回健康相談

や
す
ら
ぎ
館

8
6
9
1
3
3
6
7 翻

「
健
康
づ
く
り
わ
が
家
の
食
卓
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
入
賞

　
6
月
3
日
（
木
）
、
宮
崎
県
立

芸
術
劇
場
で
開
催
さ
れ
た
、
宮

崎
県
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

定
期
総
会
に
お
い
て
、
平
成
1
5

年
夏
3
2
回
「
健
康
づ
く
り
　
わ

が
家
の
食
卓
コ
ン
ク
ー
ル
」
宮

崎
県
単
位
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
福

瀬
区
の
長
渡
あ
っ
子
さ
ん
が
入

賞
し
、
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
牛
乳
・

乳
製
品
を
上
手
に
取
り
入
れ
た

ア
イ
デ
ア
メ
ニ
ュ
ー
と
、
食
生

活
改
善
推
進
員
と
し
て
の
活
動

を
通
じ
た
体
験
作
文
に
よ
り
審

査
さ
れ
、
こ
れ
を
日
常
の
地
域

活
動
に
広
く
活
用
し
、
健
康
づ

く
り
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
も
の
で
す
。

　
今
回
、
長
渡
さ
ん
は
東
郷
町

の
食
材
を
た
く
さ
ん
使
っ
た
「
東

郷
の
だ
ん
ご
入
り
野
菜
た
っ
ぷ

り
鍋
」
を
出
品
し
ま
し
た
。
な

お
こ
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
昨
年
の

い
き
い
き
健
康
ま
つ
り
で
試
食

が
振
る
舞
わ
れ
、
大
好
評
で
し
た
。

7月の行事予定表

期　日 会　　　場 受付時間 期日 場　　　所 受付時間

瀬平海野菅也様宅 9：30～10：00 育児サークルちびちびCLUB
15日（木）

多武の木組合長宅 13：30～14：00

6・20日（火）

やすらぎ館 10：00～12：00

坪谷市谷川崎集落センター 9：30～10：00
リハビリ教室

16日（金）

13：30～14：00

22日（木） シルバーセンター 10：00～10：10

坪谷地区多目的研修施設
赤ちゃん健康相談（生後4～12か月児）

21日（水） 赤井笠営農研修センター 9：30～10：00
14日（水） やすらぎ館

9：30～10：00

児　洗　公　民　館 9：30～10：00

23日差金）

下　渡　川　公　民　館 13：30～14：00

1人当たり医療費（平成15年3月～平成16年1月）単位・円

東　郷　町
越表生活改善センター 9：30～10：00 1人当たり医療費r順位

市町村平均
27日（火）

越事事水流集会施設 13：30～14：00 一　般 227，197　　：　7　　1　191，　546

仲深地区集落センター 9：30～10：00
退　職 380，982　　　1　6　　　　312，　559

老　健 677，542　　…　9　　！　668，　727
30日（金）

野々　崎集会所 13：30～14：00
合　計 391，517　　　1　2　　旨　339，　073

罧　轟｝・　護・　亀　　髪≡ ．量　悶　，　　　　　　　r＝
　・　　　　・　　　　；　　～7 ・●　●●　．
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004

園（：二つ

自然プール
三
流や碕

，●

　
台

う
り

　
ペロ

す

場ステ

　　　　　　　　　　　　　　筆≡ク

載緊縛警世
★うなぎつかみどり大会i
　　（うなぎ・ます）　　　　　　　　．

　　　つかみどり方法
　　　手を使ってのつかみどり　　　　　　　　．

　　　　※幼児には、特設フールを設護します。　　　　，

★もちまき四品付きもあります）

　　（寅温は、盛りだくさん準顧しています。）1

暗調羅’

．三言　季卸一一」　「蓼1妻＝＝痙言一

霧魏五号欝あ製蓋竿・
満鉄　さい。

パター
コルフ

ふるさと
の　　家

歎慰：畿

国道446号

岡
i同司

．テ．シてはア。＼

チュア王ハント、
‡　二τ費葬を；．．＝言．
）　　ノ　び　㌧　　一　　　」　》　　ひ　　ノ

　こども
アミューズメント

　　広場

團匝
坪谷翔

　　　　至南郷→

牧水記念館●
牧水生家

◆当日、青年部・女性部・東郷町地場産業振興会

　によるバザーを開催いたします。1地鳥・かき氷など）

1　翻麟灘謹叢猫薩叢騰羅薫『1艦
協賛／東郷町商工会女性部・東郷町観光協会・日向警察署
協賛／㈱東郷町ふるさと公社・耳管漁業協同組合・東郷町地場産業振興会・東郷町商工会

漉‘
肝

，＝．
¶
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鎚
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層
＝響亀
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……鐘］謹5

不り

7
月
の
璽
な
擶
謬

ビ
デ
オ
上
映
会

☆
1
0
日
（
土
）
1
3
時
3
0
分
～

『
ま
ん
が
日
本
昔
ぱ
な
し
』
よ
り

「
耳
な
し
芳
一
」
　
「
月
見
の
枝
」

「
三
年
寝
太
郎
」

「
ひ
ょ
う
た
ん
長
者
」

氏
2
4
日
（
土
）
1
3
時
3
0
分
～

『
ま
ん
が
日
本
昔
ぱ
な
し
』
よ
り

「
歯
切
り
雀
」
　
「
龍
の
淵
」

「
お
い
て
け
堀
」

「
河
童
の
く
れ
た
妙
薬
」

さ
く
ら
館
の
休
館
日

　
5
日
・
1
2
日
・
1
9
日
・
2
6
日

伊響町）

F

一
般
図
書
　
　
　
一

・
さ
す
ら
い
　
　
　
赤
川
次
郎

　
か
つ
て
人
気
を
誇
っ
た
作
家
・

三
宅
邦
人
は
国
家
へ
の
忠
誠
を

拒
ん
だ
た
め
、
異
国
の
街
で
暮

す
こ
と
に
。
あ
る
日
、
そ
の
三

宅
が
死
ん
だ
と
の
情
報
が
日
本

に
も
た
ら
さ
れ
た
の
だ
が
…
。
　
『
小

説
新
潮
』
連
載
を
単
行
本
化
。

・
亡
き
母
や
　
　
　
阿
川
弘
之

遠
い
記
憶
の
な
か
満
開
の
桜
の

下
に
母
が
み
る
。
処
女
作
か
ら

6
0
年
。
傘
寿
を
こ
え
て
ゆ
か

り
の
人
を
尋
ね
、
辿
り
直
し
た

母
の
生
涯
。
風
格
と
お
か
し
み

の
あ
る
自
在
の
筆
で
描
く
連
作

長
篇
。
　
『
郡
像
』
連
載
を
単
行

本
化
。

そ
の
他

・
チ
ル
ド
レ
ン
　
　
伊
坂
幸
太
郎

・
乱
歩
賞
作
家
白
の
謎

　
　
　
　
　
　
　
　
鳥
羽
　
亮

・
パ
タ
ー
ン
・
レ
コ
グ
ニ
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ギ
ブ
ソ
ン

・
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
・
ア
ン
ダ
ー

　
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　
　
　
　
　
ア
レ
ッ
ク
ス
・
シ
ア
ラ
ー

・
恩
は
あ
だ
で
返
せ
　
逢
坂
剛

・
夜
空
の
む
こ
う
　
　
加
納
諒
一

・
猿
屋
形
　
　
　
　
　
高
橋
義
夫

・
人
間
の
天
敵
　
　
　
森
村
誠
一

・
コ
コ
ロ
の
止
ま
り
木

　
　
　
　
　
　
　
　
河
合
隼
雄

・
ば
い
か
じ
南
海
作
戦
　
椎
名
誠

・
村
田
エ
フ
ェ
ン
デ
ィ
二
三
録

　
　
　
　
　
　
　
　
梨
木
香
歩

・
雨
は
コ
ー
ラ
が
飲
め
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
江
国
香
織

・
元
気
　
　
　
　
　
　
五
木
寛
之

・
客
人
　
　
　
　
　
黄
晰
映

・
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
ス
テ
イ
ン

　
　
　
　
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ロ
ス

・
エ
ロ
チ
カ
　
　
　
Φ
－
Z
O
＜
両
r
。
。

・
ウ
エ
ル
カ
ム
・
ホ
ー
ム
！

　
　
　
　
　
　
　
　
鷺
沢
　
萌

児
童
図
書

・
天
才
ネ
コ
モ
ー
リ
ス
と
そ
の

　
仲
間
た
ち

　
　
　
　
テ
リ
ー
・
プ
ラ
チ
ェ
ッ
ト

（
小
学
校
上
学
年
・
中
学
生
対
象
）

　
突
然
か
し
こ
い
頭
脳
を
手
に

入
れ
た
ネ
コ
と
ネ
ズ
ミ
の
大
冒
険
。

イ
ギ
リ
ス
屈
指
の
ス
ト
ー
リ
ー

テ
ラ
ー
が
お
く
る
、
痛
快
な
冒

険
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
。
2
0
0
2

年
度
カ
ー
ネ
ギ
ー
賞
受
賞
作
。

そ
の
他

・
今
森
光
彦
フ
ィ
ー
ル
ド
ノ
ー

　
ト
里
山
　
　
　
　
　
今
森
光
彦

（
小
学
校
中
・
上
学
年
対
象
）

・
ボ
ル
ネ
オ
の
熱
帯
雨
林

　
　
　
　
　
　
　
横
塚
真
己
人

（
小
学
校
中
・
上
学
年
対
象
）

・
理
科
室
か
ら
生
ま
れ
た
ノ
ー

　
ベ
ル
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
国
松
俊
英

（
小
学
校
中
・
上
学
年
対
象
）

・
も
の
し
り
地
図
絵
本
日
本

　
　
　
　
　
　
ひ
ら
い
ふ
み
と

（
小
学
校
初
・
中
学
年
対
象
）

・
1
4
9
2
年
海
の
か
な
た
へ

　
の
旅
　
　
　
　
パ
ム
・
コ
ン
ラ
ッ
ド

（
小
学
校
中
・
上
学
年
対
象
）

・
教
え
て
1
イ
ラ
ク
戦
争
の
今

　
む
か
し
2
　
　
　
平
田
伊
都
子

（
小
学
校
上
学
年
・
中
学
生
対
象
）

・
き
み
の
味
方
だ
！
子
ど
も
の

権
利
条
約
　
6

　
　
　
　
　
　
　
　
林
　
量
淑

（
小
学
校
中
・
上
学
年
対
象
）

・
発
見
　
　
　
　
　
栗
林
慧

・
変
身
　
　
　
　
　
栗
林
慧

（
小
学
校
初
・
中
学
年
対
象
）

・
ス
ズ
メ
の
大
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
国
松
俊
英

（
小
学
校
中
学
年
対
象
）

・
て
ま
り
　
　
　
　
　
尾
崎
敬
子

（
小
学
校
上
学
年
対
象
）

え
ほ
ん

・
と
く
べ
え
と
お
へ
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
田
島
征
彦

釣
り
上
げ
た
大
う
な
ぎ
と
↓
緒

に
空
の
上
へ
と
行
っ
た
と
く
べ

え
は
、
か
み
な
り
の
ご
ろ
ぞ
う
と
、

王
様
の
い
る
月
宮
殿
へ
。
王
様

は
み
ん
な
が
集
め
た
人
間
の
へ

そ
を
お
妃
と
二
人
で
食
べ
る
と

言
い
ま
す
が
…
。
上
方
落
語
「
月

宮
殿
星
の
都
」
を
も
と
に
し
た

落
語
絵
本
。

・
そ
れ
ゆ
け
、
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ

　
ン
ト
号

　
　
　
　
　
　
　
ヤ
ー
ノ
シ
ュ

　
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
さ
ん
は
、

自
慢
の
車
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト

号
に
の
っ
て
、
山
の
ぼ
り
に
挑

戦
で
す
！
　
だ
け
ど
…
？
　
ち

ょ
っ
ぴ
り
と
ぼ
け
た
お
話
が
二

つ
入
っ
た
ゆ
か
い
な
絵
本
。
の

び
や
か
な
絵
も
魅
力
。

そ
の
他

・
ふ
た
こ
の
ひ
よ
ち
ゃ
ん
ぴ
よ
ち

　
ゃ
ん
は
じ
め
て
の
す
べ
り
だ
い

　
　
　
　
　
バ
レ
リ
ー
・
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ

・
シ
ド
ニ
ー
行
き
7
1
4
便

　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ル
ジ
ェ

※
他
に
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
第
6
回
さ
く
ら
鰭

　
　
　
　
ま
つ
り
を
開
催

　
平
成
1
6
年
6
月
1
2
日
か
ら
1
3

日
に
か
け
て
、
「
さ
く
ら
館
ま
つ

り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
民
作
品
展
、
古
本
交
換
会
、

大
型
紙
芝
居
、
ビ
デ
オ
上
映
会

を
行
い
ま
し
た
。

　
1
2
日
に
は
「
牧
水
の
里
の
か

た
り
べ
の
会
」
と
い
う
こ
と
で
、

竹
原
由
紀
子
さ
ん
他
3
名
に
よ

る
宮
崎
の
民
話
の
朗
読
会
を
催
し
、

多
く
の
方
々
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

藝董当距il飛謬1睡縢響
．
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傭藩
3、受験資格

昭和52年4月2日置ら昭和62年4月1日までに生まれた男子

（警察官Aの受験資格を有するものを除く）

昭和52年4月2日から昭和61年4月1日までに生まれた男子で

平成17年1月11日の採用に応じられる者

（警察官Aの受験資格を有するものを除く）

昭和50年4月2日以降に生まれた女子
学校教育法に規定する大学（短期大学を除く）を平成17年3月末
日までに卒業若しくは卒業見込みの者

昭和52年4月2日から昭和62年4月1日までに生まれた女子

（女性警察官Aの受験資格を有するものを除く）

警察官B

警察官B
（特別募集）

女性警察官A

女性警察官B

警察官B・女性警察官（A・B）

警察事務採用試験の案内

1、試験日程

※学校教育法に規定する大学（短期大学を除く。）の卒業者（平成17

　年3月までに卒業見込みの者を含む。）は受験できません。

※警察官Bは、警視庁、神奈川県、滋賀県、大阪府との共同採用試験

　を行い、希望する都府県を受験できます。但し宮崎県を第2志望に

　することはできません。

※警察官B試験と警察官B（特別募集）試験の併願はできません。

警察事務昭和58年4月2日置ら昭和62年4月1日までに生まれた者

※性別、学歴は問いません。

4、駐在所から一言

　（1）みなさんの元気な力を待っています。

　（2）強く、優しいあなたを待っています。

　（3）あなたの勇気をください。

●お問合せ先：日向警察署　53－0110
　東郷駐在所69－2026・坪谷駐在所69－7806・美々津駐在所58－0173

試験区分 一次試験 種　目 会　　場 二次試験

警察官B
警察官B
i特別募集） 10月10日（日） 教養試験

宮　崎　市
s　城　市

п@岡　市

@日　南　市

ｦ女性警察官A
@は宮崎市のみ

11月上旬

女性警察官A

女性警察官B

警察事務 9月26日（日） 10月下旬

※日程は変更されることがあります。

　採用に関する詳しい内容は、お近くの警察署、交番、駐在所にお尋

　ねください。

　●採用フリーダイヤル　0120－032－314

2、公告日、受験申込書受付期間

　（1）公告日

　　平成16年7月1日（木）

　（2）受験申込書受付期間

　　平成16年8月6日（金）～平成16年9月1日（水）

自衛官募集のお知らせ
募集種目 募集人員（全国） 資　格 受付期間 試験期日及び合格発表 入（校）隊

一　　次1 9月18日（土）

一般曹候補学生

@　（男女）

。陸上約400名
@（うち女子約35名）・海上約200名

@（うち女子約董5名）。航空約270名

@（うち女子約25名〉

18歳以上

Q4歳未満

8月2日（月）～

@　9月8日（水）
二　　次 10月9日（土）～15日（金）

17月3B下旬～

@　4月上旬
最終合格 11月10日（水）

一　　次 9月18日（土）

曹　候　補　士

@　（男女）

。陸上約1、850名
@（うち女一f・約120名）・海上約900名

@（うち女子約65名）・航空約590名

@（うち女子約50名）

18歳以上

Q7歳未満

8月2日（月）～

@　9月8日（水）
二　　次 10月　9日（土）～15日（金）

17月3日下旬～

@　4月上旬
最終合格 11月17日（水）

試　　験 9月26日（日）

男　　子
・陸上約5．570名

E海上約790名
E航空約1．190名 最終合格 11月中旬

2等陸・

C・空士 女　　子

18歳以上

Q7歳未満

8月2日（月）～

@　9月8日（水） 試　　験 9月26B（日）

17月3日下旬～

@　4月上旬・陸上約500名

E海上約80名
B航空約160名 最終合格 11月19日（金）

一般男子 年間を通じて行っております 受付時及び試験時にお知らせします 採用予定通知でお知らせします

一　　次 9月23日（木）
・海上約70名

@（うち女子若干名）

E航空約70名

@（うち女子若干名）

高卒（見込含）

Q1歳未満

8月2日（月）～

@　9月8日（水）

二　　次 10月16日（土）～21日（木） 17月3日下旬～

@　4月上旬
航　空　学　生

@　（男女）
三　　次 11月14日（日）～12月10日（金）

最終合格 17年1月28日（金）

県
立
学
校
開
放
講
座

　　

u
楽
し
い
陶
芸
教
室
」
の
ご
案
内

董
、
開
設
期
間
：
平
成
1
6
年
8

　
月
4
日
（
水
）
～
平
成
1
6
年
9
月

　
2
4
日
（
金
）
中
の
計
5
回

2
、
場
所
：
日
向
養
護
学
校
窯

　
業
室

　
夏
季
休
業
中
の
火
・
水
曜
日

　
／
午
前
中
を
メ
イ
ン
に
開
設

　
8
月
4
日
（
水
）
8
月
1
0
日
（
火
）

　
8
月
1
7
日
（
火
）
8
月
2
4
日
（
火
）

濃
叡

何
な
た

※

日
向
市
大
｛
子
塩
見
一
二
一
⊥
ハ
一

往
信

［
口
向
養
護
学
校
行

開放講座希望

住所

氏名

電話番号

年齢

住
所

氏
名

返
信

〆一
イ丁

　
時
間
　
8
：
3
0
～
1
2
：
3
0

　
9
月
2
4
日
（
金
）
観
月
会

　
P
M
：
6
：
0
0
～
1
0
：
0
0

3
、
募
集
期
間
：
平
成
1
6
年
7
月

　
1
日
（
木
）
～
平
成
1
6
年
7
月

　
3
0
日
（
金
）

4
、
募
集
方
法
：
電
話
又
は
往

　
復
ハ
ガ
キ
で
の
申
し
込
み

5
、
募
集
人
員
：
一
般
成
人
2
0

　
名
（
応
募
多
数
の
場
合
は
先

　
着
順
で
締
め
切
ら
せ
て
い
た

　
だ
き
ま
す
。
）

6
、
準
備
物
：
特
に
な
し
（
エ

　
プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル
等
持
参
さ

　
れ
て
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
で

　
参
加
く
だ
さ
い
）

7
、
経
費
：
4
回
分
の
粘
土
代

　
の
み
一
、
0
0
0
円
徴
収
さ

　
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

8
、
連
絡
先
（
申
し
込
み
先
）

　
県
立
日
向
養
護
学
校
事
務
室

　
日
向
市
大
字
塩
見
1
2
1
6
1

　
電
話
0
9
8
2
1
5
4
1
9
6
1
0

　
楽
し
み
な
が
ら
、
自
分
だ
け

の
器
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
そ
の
器
で
の
十
五
夜
月
見
会
で
、

大
い
に
成
果
を
語
り
合
い
ま
し

ょ
う
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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凱藍震

叩網

「
7
月
～
9
月
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
月
間
」

～
す
て
き
な
出
会
い
と
感
動
が
待
つ
こ
の

2
つ
の
事
業
に
参
加
し
て
、
心
に
残
る
夏

の
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
？
～

①
「
や
ま
ざ
く
ら
つ
ぼ
み
園
で
の
ん
び
り

　
ラ
ン
チ
」

　
忙
し
い
毎
日
を
忘
れ
て
、
た
ま
に
は
の
ん
び
り
、

友
達
と
一
緒
に
ラ
ン
チ
を
食
べ
な
が
ら
、
ふ
れ
あ

い
の
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
？

期
日
7
月
2
7
日
（
火
）

　
　
　
　
午
前
1
0
：
0
0
～
午
後
2
：
0
0

場
　
所
　
ふ
れ
ま
ち
作
業
所
「
や
ま
ざ
く
ら
つ
ぼ

　
　
　
　
み
園
」
　
（
東
郷
町
農
村
シ
ル
バ
ー
セ
ン

　
　
　
　
タ
ー
内
）

対
象
者
　
1
8
歳
以
上
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も

参
加
費
　
3
0
0
円

②
「
わ
い
わ
い
・
サ
マ
ー
バ
ス
ハ
イ
ク
」

　
幼
か
っ
た
頃
の
夏
休
み
気
分
で
、
小
学
生
の
子

ど
も
達
と
一
緒
に
日
帰
り
遠
足
に
行
き
ま
せ
ん
か
？

期
日
8
月
1
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
8
：
3
0
～
午
後
5
：
0
0

場
所
宮
崎
市
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
自
然
動
物
園

対
象
者
　
1
8
才
～
5
0
才
く
ら
い
ま
で
の
男
女

参
加
費
　
5
0
0
円

お
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　
東
郷
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
電
話
：
6
9
1
2
1
1
6

　
　
担
当
：
田
中

。商■会東臼杵南部指導センター
　　　　　　　　8ro992｝63一■5塵4

●宮崎県東臼杵南部農業改良普及センター

　　　　　　　　Bゆ982｝68－3100

●門川町商工会　臼1α95⊃63，1514

●東郷町商工会　君：09甜69・20「5

o南郷村商工会　2ヨlo9跡59・0106

●西郷村商工会　5｝lo9紺66・2023

●北郷村商工会　8ω9呂＝’62つ895

●諸塚村商工会　智rD9冊65－Ilg7

●惟葉村商工会　8〔D982’67・2005

＝＝ @“　…；蛆　　創業セミナーで町や村を元気に

創叢セ§ナ
県内商工会では商工業苔の活

生化と地域振興等を日的に、平成

16年4月1口より、広域連携体制

をスタートし、地域の諸課題への

吋応を図っております。

東臼杵南部地区を担当する商

r会東臼杵南部指導センターでは、

也区内の商工業者の減少問題へ

D対応と地域持産品の生産者肖

一瓢熱
購塀所／宮崎県栗臼杵南部　　　　、船、
・　　農業改良普及センター
　　更寒臣＝ス手⊥糧辛256－2

離期閣／平成16年7月7B氷1～29日太）

　　　　　　．一一一一《6日間》一一一一
対象者／門川町、豪郷町．南郷村．勲爵村、北郷村、諸塚村、

　　推葉村において劇業を予定している方など

参加費／3，000円（お一人｝
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霧
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　　　東郷町商工会・南郷材商工三一西郷「彊工会・北螂町商二会
　　　謬塚「商工会・唯棄樗商工会・喜崎県奮工会連台会
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コ
　
ト

　県内商工会では商工業苔の活

性化と地域振興等を日的に、平成

16年4月1口より、広域連携体制

をスタートし、地域の諸課題への

対応を図っております。

　東臼杵南部地区を担当する商

r会東臼杵南部指導センターでは、

地区内の商工業者の減少問題へ

の対応と地域持産品の生産者肖

凶日を〔的に、宮崎県東臼杵南
部農業．改良普及センターと協力し．

「創業セミナー．を開催することに

いたしました，

　創業をチ乱している方や商売

の勉強をしたい方はぜひこ参加く

ださい。

O

属

■
＝

　
雨
が
降
る
時
や
、
台
風
で
大

雨
が
予
想
さ
れ
る
場
合
な
ど
は
、

ダ
ム
か
ら
放
流
が
行
わ
れ
ま
す
。

そ
の
際
に
は
、
前
も
っ
て
サ
イ

レ
ン
を
鳴
ら
し
た
り
、
パ
ト
ロ

ー
ル
を
行
っ
た
り
し
て
、
皆
さ

ん
に
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　
放
流
や
天
候
の
状
況
に
よ
っ

て
は
、
下
流
で
急
激
に
川
の
水

位
が
上
昇
し
、
流
れ
が
速
く
な

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

サ
イ
レ
ン
や
敬
言
報
な
ど
が
鳴
っ

た
ら
、
直
ち
に
川
岸
か
ら
離
れ

て
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
夏
に
な
る
と
川
で
遊
ぶ
機
会

が
多
く
な
っ
て
き
ま
す
が
、
サ

イ
レ
ン
や
一
言
報
に
気
を
つ
け
て
、

水
難
事
故
か
ら
身
を
守
り
ま
し

ょ
う
。

お
問
い
合
わ
せ
先

日
向
土
木
事
務
所
　
ダ
ム
係

電
話
0
9
8
2
－
5
2
1
4
1
7
1

宮
崎
県
土
木
部
河
川
課

電
話
0
9
8
5
1
2
6
－
7
1
8
6

■
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研’鋤
　　　　　　　翻
イ零i魏鐸『置誰

競
演
『
山
陰
で
そ
だ
っ
た

民
謡
家
た
ち
』
の
開
催
に

つ
い
て

　
文
化
協
会
が
お
届
け
す
る
「
ふ

る
さ
と
文
化
事
業
」
を
、
東
郷

町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
協
催
で
、

左
記
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　
今
回
は
泥
谷
吉
人
陰
を
は
じ

め
東
郷
町
ゆ
か
り
の
民
謡
家
を

ゲ
ス
ト
に
迎
え
、
様
々
な
民
謡

を
競
演
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
入
場
は
無
料
で
す
が
、
定
員

の
都
合
上
整
理
券
が
必
要
で
す
。

【ふ

驍
ｳ
と
文
化
事
三

章
s
淵
K
夘
N
n
料
里

D
だ
い
す
き
　
H
ヘ
ル
シ

ー
　
A
あ
き
な
い

■
主
催

宮
崎
県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会

（
宮
崎
県
シ
ー
フ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
）

■
開
催
日
時

平
成
1
6
年
8
月
2
5
日
（
水
）
午
前

10

栫
`
午
後
2
時

■
開
催
場
所

宮
崎
県
水
産
会
館
4
階

第
一
研
修
室
及
び
調
理
実
習
室

宮
崎
市
港
2
丁
目
6
番
地

■
応
募
要
領

（
1
）
応
募
資
格

　
宮
崎
県
在
住
者
で
お
さ
か
な

料
理
の
好
き
な
方
な
ら
ど
な
た

〆．
曝

鬼〔

蝋盲’噛コ

ノ
“

亟
猫
ル
開
L

■
日
時

■
場
所

7
月
6
日
（
火
）

午
前
1
0
時
～

牧
水
公
園
河
川
プ
ー
ル

　
希
望
者
は
お
早
め
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

■
主
催
　
東
郷
町
文
化
協
会

■
協
催
　
東
郷
町
老
人
ク
ラ
ブ

■
日
程
　
7
月
H
日
（
日
）

　
　
　
　
午
後
1
時
～

■
場
所
　
町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

※
ロ
ビ
ー
で
は
水
墨
画
・
短
歌

　
等
の
展
示
も
行
い
ま
す
。

■
申
し
込
み
　
町
教
育
委
員
会

　
内
東
郷
町
文
化
協
会

■
問
い
合
わ
せ

　
文
化
協
会
事
務
局

　
電
話
6
9
1
3
9
0
9

で
も
、
但
し
ア
マ
チ
ュ
ア
の
方

に
限
り
ま
す
。
　
（
性
別
、
年
齢
、

国
籍
不
問
）

（
2
）
応
募
内
容

　
「
好
き
に
な
る
お
魚
料
理
」

偏
食
や
魚
嫌
い
を
な
く
す
た
め

に
工
夫
し
て
成
功
し
た
例
、
あ

る
い
は
ト
ラ
イ
し
て
い
る
料
理

を
募
集
し
ま
す
。

（
3
）
応
募
方
法

・
メ
ニ
ュ
ー
名
、
材
料
、
作
り
方
、

コ
ツ
な
ど
を
明
記

（
で
き
れ
ば
写
真
又
は
イ
ラ
ス

ト
添
付
）

・
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、

電
話
番
号
、
性
別
を
明
記

（
4
）
応
募
締
切

平
成
1
6
年
7
月
3
1
日
（
土
）
当
日

必
着（

5
）
宛
先
・
問
い
合
わ
せ
先

宮
崎
市
港
2
丁
目
6
番
地

宮
崎
県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会

指
導
部
漁
政
課
宛

電
話
0
9
8
5
1
2
8
1
6
1
1
1

F
A
X
O
9
8
5
1
2
2
1
5
7
5
9

下水道排水設備工事責任技術

者試験のお知らせ

　下水道の機能を十分活かすために排

水設備の工事は、責任技術者のいる指

定工事店で行うことになっていますが、

この責任技術者の試験が次のとおり実

施されます。

◇日時：平成16年11月14日（日）

　　　　午前10時～午後1時

◇会　場：延岡市社会教育センター

◇受験料：5，000円

◇申込書の配布：平成16年7月12日（月）

　　　　　．から
◇受験申し込み期間：

　　　　平成16年8月2日（月）から

　　　　　　　8月13日（金）

【受験講習会のお知らせ】

試験前に、受験者を対象とした受験講

習会を開催します。

◇日時：平成16年10月7日（木）

　　　　　　　　　8日（金）

　　　　午前10時～午後3時

　　　　いずれか1日受講

◇会　場：延岡市社会教育センター

◇受講料：5，000円（テキスト代含む）

◎詳しいことは、日向市下水道課へお

　問い合わせください。

　電言舌（0982）54－4175

　
り　

、
態

剛
翁
“

・
濤

　　放送大学はテレビとラジオで授業を行う、
　　国が設置した正規の人学です

　放送大学（教養学部）平成16年度第2学期学生募集

【募集期間】　平成16年6月15日（火）～平成16年8月31日（火）

【募集学生】　■全科履修生　（卒業を目指す学生）

　　　　■選科履修生（1年間在学する学生）

　　　　■科目履修生（半年間在学する学生）

◇満18歳以上で大学入学資格をお持ちの方は全科履修生に、満15歳以

　上であれば誰でも選科・科目履修生として入学することができます。

◇入学試験がなく、自宅で大学の授業が受けられます。

◇宮崎市教育情報研修センターに宮崎市分室があり、一部の科目について、

　番組再視聴できます。（詳しくは本センターにお問い合わせ下さい。）

　平成16年度第2学期大学院　修士科目生及び

　　　平成17年度大学院　修士全科生　学生募集
○修士科目生　【募集期間】　平成16年6月15日（火）～平成16年8月31日（火）

　r半年間在学し、自分の学習・研究したい科目を選択し、履修する学生』

　・18歳以上であれば、誰でも入学できます。入学試験はありません。

　・1科目からでも学べます。

　・現職教員の方の専修免許状取得に利用できます。

○修士全科生　【募集期間】　平成16年9月1日（水）～平成16年9月14日（火）

　r原則として2年間在学し、「修士（学術）」の学位の取得を目指す学生』

　・「修士（学術）」の学位が取得できます。入学試験を行います。

　・総合文化、政策経営、教育開発、臨床心理の4つのプログラムから学べます。

　【資料請求・問い合わせ先】

放送大学宮崎学習センター
〒883－8510　日向市本町11－11　TEL（0982）53－1893

　　　　　　　　　　　　　FAX（0982）53－1898

吻　　　　　　　　　　　　　　（月・祝日休）
　　　　　　　放送大学ホームページhttp：〃www．u－air．acjp／hp

　　　　　　　願書請求フリーダイヤル（0120）864－600
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会
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会

の
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善
意
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せ
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厚
く
お
礼
申
し
上
げ

。
　
（
6
月
1
0
日
ま
で
に
受

た
分
）

柏
市
の
柏
原
力
雄
さ
ん
よ
り

、
ミ
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さ
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逝
去
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床
の
日
吉
節
美
さ
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よ
り
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去
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野
内
の
佐
藤
幸
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さ
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よ
り

志
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去
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の
平
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さ
ん
よ
り
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逝
去
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向
市
の
中
森
光
農
夫
さ
ん

住
宅
金
融
公
庫
か
ら
の
お
知
ら
せ

～
公
庫
融
資
を
ご
返
済
中
の

方
へ
～

　
住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
融
資

の
ご
返
済
で
お
困
り
に
な
っ
た

場
合
で
も
、
安
心
し
て
今
後
の

ご
返
済
を
継
続
で
き
る
よ
う
に
、

返
済
相
談
を
承
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
お
客
様
と
の
ご
相
談

に
よ
り
、
返
済
期
間
の
延
長
な

ど
お
客
様
の
状
況
に
応
じ
た
返

済
方
法
の
変
更
に
も
柔
軟
に
対

応
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
現
在

ご
返
済
中
の
金
融
機
関
か
住
宅

金
融
公
庫
南
九
州
支
店
ま
で
、

お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〔
住
宅
金
融
公
庫
の
お
問
い
合
わ

せ
先
〕

住
宅
金
融
公
庫
南
九
州
支
店

債
権
管
理
課

電
話
0
9
6
－
3
8
7
1
3
7
0
6

〔
住
宅
金
融
公
庫
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〕

夏
℃
ミ
≦
≦
≦
旨
集
o
F
σ
q
ε
で

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

～
あ
な
た
の
手
で
花
と
緑
を
ス

テ
キ
に
飾
っ
て
み
ま
せ
ん
か
～

日
時
7
月
2
1
日
（
水
）
午
前

10

桙
ｩ
ら
1
2
時
ま
で

定
　
員
　
2
0
名
（
申
し
込
み
順
）

受
講
料
　
2
、
3
0
0
円
（
材
料

費
込
み
）

申
し
込
み
締
め
切
り
　
7
月
1
4
日
（
水
）

会
場
・
申
し
込
み
先
・
問
合
せ
先

延
岡
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

〒
8
8
9
　
0
5
1
3

延
岡
市
土
々
呂
町
4
丁
目
4
3
9
0
－
1

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い

0
9
8
2
r
3
7
1
7
7
8
8

松 中金 佐 中 日 橋 畝 平

浦 森 丸 藤 森 吉 口 原 塚
氏

ミ フ 都 ア ス ハ

チ ミ 正 志 武 君 グ ミ ツ 名
ヱ コ 人 子 男 子 ル ノ ヱ

89 81 67 49 95 84 87 92 96 年
歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 齢
ノ」、 ノ」、

福 迫 ノ」、

仲 寺 羽 羽 住
野 野 野 野
田 田 瀬 内 田 深迫坂 坂 所

氏
　
　
名

（
鵬
鞍

住
所

福
瀬

鶴
野
内

死
亡
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

　　　　結山
中松氏婚本
竹浦　睾夏・

紹英　芒鍬
子樹　　　勝
　　　　　　仁

寸
迫

◎
福
瀬
の
海
野
乃
扶
代
さ
ん
、
福
瀬

　
の
直
野
カ
ズ
子
さ
ん
か
ら
、
社
会

　
福
祉
事
業
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い

　
と
、
社
会
福
祉
協
議
会
へ
一
般
寄

　
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◎
八
重
原
の
奈
須
仁
吉
さ
ん
よ
り
高

　
齢
者
福
祉
に
役
立
て
て
下
さ
い
と

　
カ
ラ
オ
ケ
セ
ッ
ト
を
寄
贈
し
て
い

　
た
だ
き
ま
し
た
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▲
戸
轟
響
．
癒
》

　
　
　
（
4
月
届
出
分
）

出
生
お
め
で
と
う

〔
般

寄

付

〕

ホコリとコンセント
トラッキングによる出火
論蔵庫や洗濯機などのプラグはコンセントに差し
込んだままになっていませんか？
永い間に、すきまにはほこりがたまり、これに湿
気が加わると火災につながることがあります。（ト
ラッキング現象といいます）
差し込んだままのプラグも1年に1回は点検、清
掃して安全に使いましょう。

　　　財団法人　九州電気保安協会

コンセントやプラグの
　　　　　　点検をしていますか？
1・．．一　　2騨．、11
　｝∫～　　　　　．．＿　　　　　　　　　　　　　　　　．’・、・
　「　　　　　　　　　　 ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　｝

　　　　　　　　　賦GO
　長い閥ほおっておくと．フ．ラクとコ
　　　　　　　　　　　　　　そのホコリに　ンセントの臨にホコリがたまります．　　　　　　　　　　　湿気がっき題す．

3 ｝＼手馳 @ノYヲ＝ 毒4｝

よから見τみるとよくわかります．

疑　　　火事に
・　　　なります。
　　1・のよ・囎
　　　（火舞藝）‘まし、つτも

　　　おこるのでず．

，・ @．　　嗣　・ ’7 ．．輌隅 c　．　■ ．趣．　・耀　　團・・咀 雑・・ド　嚢・鴨　藍≡
匿コ　・・

　．　　葭曾」㌧・σ… 9●　●●　．
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翁
踊

書傭

　　　σ愚坪谷幼稚園σ奪

．』■』雛露、㈱象　M

言
．
、

、　　墳．

坪谷区本村
　　　　こう　た
江内谷航太くん（3歳）

父　義郎さん

母　美穂さん

○好きな食べ物は何ですか？

　りんご、やきにく

○好きな遊びは何ですか？

　すべりだい、ブランコ

○大きくなったら何に

　なりたいですか？

　デカレンジャーのデカレッド

ノ

x
　
7
　
レ
　
　
　
　
　
F

　
　
レ
「
だ
い
す
き
な
お
と
う
さ
ん
」

父　雅隆さん
母　千鶴さん

○好きな食べ物は何ですか？

　いちご、コロッケ

○好きな遊びは何で
　すか？

　自転車粘土

○大きくなったら何に
　なりたいですか？

　ケーキ屋さん

　　　　　　1

レ
「
だ
い
す
き
な
お
と
う
さ
ん
」

　　　　　　　　　

翻㊥誘籐
　　　　　　　　　
森林組合が新しく

　なりました

　耳川広域森林組合東郷支所

が新しくなりました。

　木造二階建の事務所は、以

前よりも設備も充実し、木の

香りのする立派なものです。

　5月18日（火）には、盛大

に落成式が開催され、真新し

い看板も設置されました。

　
　
・
ゑ
紙
牧
水
の
う
た
の
解
凱
説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
都
甲
欣
一

　
　
み
じ
か
夜
の
い
つ
し
か
更
け
て
此
処
ひ
と
つ

　
　
あ
け
た
る
窓
に
風
の
寄
る
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
く
ろ
土
）

　
牧
水
三
十
五
歳
、
大
正
八
年
（
↓
九
↓
九
）
夏
の
作
品
で
、
　
「
雑

詠
」
と
題
し
た
歌
八
首
の
中
の
一
首
で
あ
る
。

　
歌
の
意
味
を
、
命
の
砕
片
（
伊
藤
一
彦
著
）
で
は
「
夏
の
短
い

夜
も
い
つ
し
か
更
け
て
き
た
。
一
か
所
だ
け
開
け
て
い
る
窓
に
風
が

近
寄
っ
て
入
っ
て
く
る
。
」
と
解
説
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
こ
の
歌
を
牧
水
百
歌
（
志
垣
澄
幸
著
）
で
は
、
次
の
よ
う

に
解
説
し
て
い
る
。
　
「
み
じ
か
夜
と
は
初
夏
の
短
い
夜
の
こ
と
。
ひ

っ
そ
り
と
静
ま
り
か
え
っ
た
夜
の
更
け
に
書
き
も
の
を
し
て
い
た
の

で
あ
ろ
う
。
書
き
も
の
に
熱
中
し
て
い
た
筆
者
が
部
屋
の
中
に
ふ
と

風
の
動
き
を
感
じ
た
。
風
の
か
す
か
な
冷
気
を
肌
に
感
じ
と
っ
た
の

で
あ
る
。
そ
こ
で
ペ
ン
を
止
め
て
部
屋
を
見
わ
た
す
と
、
一
つ
だ
け

開
け
て
お
い
た
窓
か
ら
風
が
流
れ
入
っ
て
い
る
の
だ
。
日
中
の
暑
さ

も
忘
れ
る
ほ
ど
に
風
が
涼
し
く
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
あ
ン
夜
も
更

け
て
き
た
の
だ
な
ア
と
思
っ
た
と
い
う
歌
。
」

　
自
分
の
気
持
ち
を
述
懐
し
て
い
る
歌
で
あ
る
。
歌
は
平
明
、
声
調

も
静
か
で
美
し
い
し
、
用
語
も
洗
練
さ
れ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
牧
水

調
の
歌
で
あ
る
、
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。

★町報に関するご意見・ご感想をお聞かせください〈企画調整課情報推進係⑲3901まで〉
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